
昭
和
三
十
八
年
政
令
第
三
百
六
十
五
号

新
住
宅
市
街
地
開
発
法
施
行
令

内
閣
は
、
新
住
宅
市
街
地
開
発
法
（
昭
和
三
十
八
年
法

律
第
百
三
十
四
号
）
第
二
条
第
五
項
、
第
十
条
第
三
項
、

第
十
三
条
第
一
項
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
六
条
、
第
三

十
一
条
、
第
三
十
二
条
第
一
項
第
一
号
、
第
三
十
五
条
第

二
項
、
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
第
五
十
一
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
公
共
施
設
）

第
一
条
　
新
住
宅
市
街
地
開
発
法
（
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
公

共
の
用
に
供
す
る
施
設
は
、
広
場
、
緑
地
、
水
道
、
河

川
及
び
水
路
並
び
に
防
水
、
防
砂
又
は
防
潮
の
施
設
と

す
る
。

第
二
条
及
び
第
三
条
　
削
除

（
譲
受
人
を
公
募
す
る
必
要
の
な
い
造
成
宅
地
等
）

第
四
条
　
処
分
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
造
成
宅

地
等
は
、
公
募
を
し
な
い
で
譲
受
人
を
決
定
す
る
も
の

と
し
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九

号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
事
業
の
用
に
供
す
る
造
成

宅
地
等

二
　
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第

四
条
第
六
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
施
設
の
用
に
供

す
る
造
成
宅
地
等

三
　
日
本
勤
労
者
住
宅
協
会
が
建
設
し
、
又
は
管
理
す

る
五
十
戸
以
上
の
集
団
住
宅
の
用
に
供
す
る
造
成
宅

地
等

四
　
住
宅
、
公
益
的
施
設
又
は
特
定
業
務
施
設
の
建
設

又
は
管
理
の
事
業
を
営
む
一
般
社
団
法
人
若
し
く
は

一
般
財
団
法
人
又
は
株
式
会
社
（
地
方
公
共
団
体
が

基
本
金
、
資
本
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の

二
分
の
一
以
上
を
出
資
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。
）

が
当
該
事
業
の
用
に
供
す
る
造
成
宅
地
等

五
　
住
区
内
の
公
共
施
設
又
は
公
益
的
施
設
（
公
園
、

学
校
、
鉄
道
の
停
車
場
、
購
買
施
設
そ
の
他
の
国
土

交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
の
用
に
供
す

る
土
地
の
近
隣
の
特
定
の
区
域
（
当
該
住
区
の
面
積

の
三
分
の
一
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
国
土
交
通
省
令

で
定
め
る
規
模
の
区
域
に
限
る
。
以
下
「
特
定
区

域
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該

当
す
る
事
業
を
行
う
者
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業
を
遂

行
す
る
た
め
に
必
要
な
資
力
、
信
用
及
び
技
術
的
能

力
を
有
す
る
も
の
（
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
国
土
交

通
省
令
で
定
め
る
者
を
除
く
。
）
が
当
該
事
業
の
用

に
供
す
る
造
成
宅
地
等

イ
　
健
全
か
つ
良
好
な
住
宅
市
街
地
の
開
発
を
促
進

す
る
た
め
、
特
定
区
域
内
に
建
設
さ
れ
る
べ
き
集

団
住
宅
（
通
路
、
児
童
遊
園
等
の
附
帯
施
設
を
含

む
。
以
下
同
じ
。
）
が
良
好
な
居
住
環
境
を
形
成

す
る
こ
と
と
な
る
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
国

土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
き
、
当
該
処
分

計
画
に
お
い
て
定
め
る
指
針
に
従
つ
て
行
わ
れ
る

事
業
で
、
当
該
事
業
に
係
る
計
画
が
そ
の
開
発
を

促
進
す
る
上
で
最
も
適
切
か
つ
効
果
的
な
計
画
で

あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ
　
良
好
な
居
住
性
能
を
有
す
る
十
戸
以
上
の
集
団

住
宅
の
建
設
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ハ
　
住
宅
を
建
設
し
、
当
該
住
宅
及
び
そ
の
敷
地
の

譲
渡
を
行
う
も
の
又
は
住
宅
の
建
設
工
事
を
請
け

負
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
当
該
住
宅
の
敷
地
の
用

に
供
す
る
宅
地
の
譲
渡
を
行
い
、
当
該
請
負
契
約

に
基
づ
き
住
宅
を
建
設
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ニ
　
自
己
又
は
使
用
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
住
宅

及
び
そ
の
敷
地
を
必
要
と
す
る
者
を
公
募
し
、
そ

れ
ら
の
者
の
う
ち
か
ら
公
正
な
方
法
で
住
宅
及
び

そ
の
敷
地
又
は
住
宅
の
敷
地
の
用
に
供
す
る
宅
地

の
譲
受
人
を
選
定
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ホ
　
住
宅
の
譲
渡
価
額
又
は
住
宅
の
建
設
工
事
の
請

負
代
金
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
適
正
な
価

額
を
超
え
る
も
の
で
な
い
こ
と
。

ヘ
　
住
宅
の
敷
地
又
は
住
宅
の
敷
地
の
用
に
供
す
る

宅
地
の
譲
渡
価
額
は
、
当
該
敷
地
又
は
宅
地
の
取

得
及
び
譲
渡
に
要
す
る
費
用
、
利
息
そ
の
他
の
国

土
交
通
省
令
で
定
め
る
費
用
の
合
計
額
を
超
え
る

も
の
で
な
い
こ
と
。

六
　
大
規
模
か
つ
枢
要
な
施
設
で
、
広
域
に
お
け
る
適

正
か
つ
合
理
的
な
配
置
を
図
る
た
め
、
新
住
宅
市
街

地
開
発
事
業
が
施
行
さ
れ
た
土
地
の
区
域
内
に
特
定

の
者
が
建
設
し
、
又
は
管
理
す
る
こ
と
を
適
当
と
す

る
も
の
の
用
に
供
す
る
造
成
宅
地
等

七
　
特
殊
な
用
途
の
公
益
的
施
設
で
、
公
募
に
応
ず
る

者
の
範
囲
が
極
め
て
限
定
さ
れ
る
見
込
み
の
も
の
の

用
に
供
す
る
造
成
宅
地
等

八
　
特
定
の
者
に
建
設
し
、
又
は
管
理
さ
せ
る
こ
と

が
、
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
の
円
滑
な
進
行
又
は

新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
が
施
行
さ
れ
た
土
地
の
区

域
の
発
展
に
寄
与
す
る
公
益
的
施
設
又
は
特
定
業
務

施
設
（
こ
れ
ら
の
施
設
に
お
い
て
行
わ
れ
る
業
務
に

従
事
す
る
者
の
宿
舎
で
、
当
該
業
務
の
円
滑
な
遂
行

に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
含
む
。
）
の
用
に

供
す
る
造
成
宅
地
等

２
　
処
分
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
造
成
宅
地
等

は
、
施
行
者
が
自
ら
当
該
用
途
に
供
す
る
も
の
と
し
て

定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
施
行
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
又
は
地
方
住
宅
供

給
公
社
が
そ
の
事
務
又
は
事
業
の
用
に
供
す
る
造
成

宅
地
等

二
　
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
施
行
者
で

あ
る
者
が
前
項
第
一
号
、
第
二
号
若
し
く
は
第
六
号

か
ら
第
八
号
ま
で
に
規
定
す
る
用
途
に
供
す
る
造
成

宅
地
等
又
は
そ
の
者
が
建
設
し
、
若
し
く
は
管
理
す

る
住
宅
、
公
益
的
施
設
若
し
く
は
特
定
業
務
施
設
の

用
に
供
す
る
造
成
宅
地
等

（
優
先
譲
渡
）

第
五
条
　
法
第
二
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定

め
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
　
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
を
施
行
す
べ
き
土
地
の

区
域
内
の
次
に
掲
げ
る
土
地
に
関
す
る
所
有
権
、
地

上
権
、
使
用
貸
借
に
よ
る
権
利
又
は
賃
借
権
そ
の
他

の
使
用
及
び
収
益
を
目
的
と
す
る
権
利
を
、
新
住
宅

市
街
地
開
発
事
業
（
こ
れ
に
引
き
継
が
れ
た
事
業
を

含
む
。
）
を
施
行
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
施
行
者

（
こ
れ
ら
の
者
か
ら
用
地
の
取
得
を
委
託
さ
れ
た
者

を
含
む
。
）
に
提
供
し
た
者
。
た
だ
し
、
都
市
計
画

法
第
六
十
六
条
の
公
告
の
日
の
翌
日
以
後
に
相
続
そ

の
他
の
一
般
承
継
に
よ
ら
な
い
で
当
該
権
利
を
取
得

し
、
又
は
当
該
土
地
を
イ
、
ロ
若
し
く
は
ハ
の
用
に

供
す
る
に
至
つ
た
者
を
除
く
。

イ
　
自
己
の
居
住
の
用
に
供
す
る
土
地

ロ
　
使
用
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
土
地

ハ
　
自
己
の
生
計
を
維
持
す
る
た
め
の
業
務
の
用
に

供
す
る
土
地

二
　
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
住
宅
宅
地
債
券
を
引
き

受
け
た
者
（
そ
の
相
続
人
を
含
む
。
）
で
国
土
交
通

省
令
で
定
め
る
も
の

三
　
首
都
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の

整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
九
十

八
号
）
又
は
近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開

発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三

十
九
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
に
よ
る
工
業
団
地
造

成
事
業
に
関
連
し
て
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
が
施

行
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
工
業
団
地
造
成
事

業
に
よ
り
造
成
さ
れ
る
首
都
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
及

び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第

七
項
又
は
近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発

区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
六

項
に
規
定
す
る
造
成
工
場
敷
地
の
譲
受
人
と
な
つ
た

者
で
、
使
用
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
宅
地
を
必
要

と
す
る
も
の

四
　
流
通
業
務
市
街
地
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和

四
十
一
年
法
律
第
百
十
号
）
に
よ
る
流
通
業
務
団
地

造
成
事
業
に
関
連
し
て
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
が

施
行
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
流
通
業
務
団
地

造
成
事
業
に
よ
り
造
成
さ
れ
る
同
法
第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
流
通
業
務
施
設
の
敷
地
の
譲
受
人
と
な

つ
た
者
で
、
使
用
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
宅
地
を

必
要
と
す
る
も
の

五
　
筑
波
研
究
学
園
都
市
建
設
法
（
昭
和
四
十
五
年
法

律
第
七
十
三
号
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
研
究

学
園
地
区
建
設
計
画
に
基
づ
く
事
業
と
し
て
新
住
宅

市
街
地
開
発
事
業
が
施
行
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、

当
該
研
究
学
園
地
区
建
設
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
よ

り
造
成
さ
れ
る
都
市
計
画
法
第
十
八
条
第
一
項
又
は

第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
同
法

第
十
一
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
学
校
、
図
書

館
、
研
究
施
設
そ
の
他
の
教
育
文
化
施
設
又
は
同
項

第
九
号
に
規
定
す
る
一
団
地
の
官
公
庁
施
設
の
敷
地

の
譲
受
人
と
な
つ
た
者
で
、
使
用
人
の
居
住
の
用
に

供
す
る
宅
地
を
必
要
と
す
る
も
の

第
六
条
　
処
分
計
画
に
お
い
て
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

者
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
宅
地
を
そ
の
宅

地
の
位
置
又
は
品
位
に
固
執
し
な
い
限
り
譲
り
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
　
従
前
の
土
地
の
利
用

状
況
、
施
行
計
画
の
内
容
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し

て
適
当
な
規
模
及
び
用
途
の
宅
地

二
　
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
者
　
施
行
計
画
の
内
容
そ

の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
適
当
な
規
模
の
居
住
の
用

に
供
す
る
宅
地

三
　
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
者
　
当
該
造
成
工
場
敷
地

に
お
い
て
経
営
し
よ
う
と
す
る
工
場
の
種
類
及
び
規

模
、
施
行
計
画
の
内
容
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て

適
当
な
規
模
の
使
用
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る
宅
地

四
　
前
条
第
四
号
に
掲
げ
る
者
　
当
該
流
通
業
務
施
設

の
敷
地
に
お
い
て
経
営
し
よ
う
と
す
る
流
通
業
務
施

設
の
種
類
及
び
規
模
、
施
行
計
画
の
内
容
そ
の
他
の

事
情
を
勘
案
し
て
適
当
な
規
模
の
使
用
人
の
居
住
の

用
に
供
す
る
宅
地

五
　
前
条
第
五
号
に
掲
げ
る
者
　
当
該
学
校
、
図
書

館
、
研
究
施
設
そ
の
他
の
教
育
文
化
施
設
又
は
一
団

地
の
官
公
庁
施
設
の
敷
地
に
お
い
て
建
設
し
よ
う
と

す
る
施
設
の
種
類
及
び
規
模
、
施
行
計
画
の
内
容
そ

の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
適
当
な
規
模
の
使
用
人
の

居
住
の
用
に
供
す
る
宅
地

（
施
行
計
画
及
び
処
分
計
画
に
つ
い
て
協
議
す
べ
き
者
）

第
七
条
　
法
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者

は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

1



一
　
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
造
成
宅
地
等
の
譲

受
人
と
し
て
特
定
さ
れ
る
者

二
　
公
共
施
設
以
外
の
公
共
の
用
に
供
す
る
施
設
で
、

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の
の
管
理
者

（
建
築
義
務
の
特
例
）

第
八
条
　
法
第
三
十
一
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者

は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一
　
日
本
勤
労
者
住
宅
協
会

二
　
一
団
地
の
住
宅
施
設
に
関
す
る
都
市
計
画
事
業
を

行
う
者

（
造
成
宅
地
等
に
関
す
る
権
利
の
処
分
に
つ
い
て
都
道

府
県
知
事
の
承
認
を
受
け
る
必
要
の
な
い
者
）

第
九
条
　
法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政

令
で
定
め
る
者
は
、
日
本
勤
労
者
住
宅
協
会
と
す
る
。

（
造
成
宅
地
等
に
関
す
る
権
利
の
処
分
に
つ
い
て
都
道

府
県
知
事
の
承
認
を
受
け
る
必
要
の
な
い
場
合
）

第
十
条
　
法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定
す
る
政

令
で
定
め
る
場
合
は
、
第
四
条
第
一
項
第
五
号
に
規
定

す
る
事
業
に
よ
り
当
該
事
業
を
行
う
者
か
ら
住
宅
及
び

そ
の
敷
地
又
は
住
宅
の
敷
地
の
用
に
供
す
る
宅
地
に
関

す
る
所
有
権
が
移
転
す
る
場
合
と
す
る
。

（
他
の
施
行
者
に
そ
の
整
備
に
要
す
る
費
用
の
負
担
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
公
共
施
設
）

第
十
一
条
　
法
第
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で

定
め
る
重
要
な
公
共
施
設
は
、
都
市
計
画
に
お
い
て
定

め
ら
れ
た
公
共
施
設
と
す
る
。

（
特
例
施
行
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
法
人
が
有
す
る

一
団
の
土
地
の
規
模
）

第
十
二
条
　
法
第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で

定
め
る
規
模
は
、
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
す
る
。

（
特
例
施
行
者
に
係
る
処
分
計
画
の
認
可
等
の
申
請
手

続
）

第
十
三
条
　
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
施
行

者
に
係
る
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
及
び
法
第
四

十
六
条
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
申
請
は
、
法
第
四
十
五

条
第
一
項
に
規
定
す
る
土
地
を
管
轄
す
る
市
町
村
の
長

を
経
由
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
告
の
方
法
等
）

第
十
四
条
　
法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
公
告
は
、
官
報
、

公
報
そ
の
他
所
定
の
手
段
に
よ
り
行
な
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
十
五
条
　
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
公
告
は
、
公
報
そ

の
他
所
定
の
手
段
に
よ
り
行
う
ほ
か
、
当
該
公
報
そ
の

他
所
定
の
手
段
に
よ
る
公
告
を
行
つ
た
日
か
ら
起
算
し

て
十
日
間
、
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
を
施
行
す
べ
き

土
地
の
区
域
又
は
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
の
事
業
地

内
の
適
当
な
場
所
に
掲
示
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業

を
施
行
す
べ
き
土
地
の
区
域
又
は
新
住
宅
市
街
地
開
発

事
業
の
事
業
地
の
属
す
る
市
町
村
及
び
書
類
の
送
付
を

受
け
る
べ
き
者
の
住
所
又
は
そ
の
者
の
最
後
の
住
所
の

属
す
る
市
町
村
の
長
は
、
施
行
者
の
求
め
に
よ
り
、
同

項
の
規
定
に
よ
る
掲
示
が
さ
れ
て
い
る
旨
の
公
告
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
項

の
規
定
に
よ
る
掲
示
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
当
該
市
町
村
の
長
の
公
告
が
あ
つ
た
日
（
二
以
上

の
市
町
村
の
長
の
公
告
が
あ
つ
た
と
き
は
、
最
後
の
公

告
が
あ
つ
た
日
）
か
ら
起
算
し
て
十
日
を
経
過
し
た
日

ま
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
公
告
が
あ
つ
た
日
は
、
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
掲
示
の
期
間
の
満
了
日
と
す
る
。

（
事
務
の
区
分
）

第
十
五
条
の
二
　
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が

処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
（
都
道
府
県
又
は

地
方
住
宅
供
給
公
社
（
市
の
み
が
設
立
し
た
も
の
を
除

く
。
）
が
施
行
す
る
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
に
係
る

も
の
に
限
る
。
）
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
条
第
九
項
第
一
号
に
規
定
す

る
第
一
号
法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

２
　
こ
の
政
令
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
処
理
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
事
務
の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
は
、
地

方
自
治
法
第
二
条
第
九
項
第
二
号
に
規
定
す
る
第
二
号

法
定
受
託
事
務
と
す
る
。

一
　
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
事
務

二
　
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
処
理
す
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
事
務
（
地
方
公
共
団
体
（
都
道
府
県
を
除

く
。
）
又
は
地
方
住
宅
供
給
公
社
（
市
の
み
が
設
立

し
た
も
の
に
限
る
。
）
が
施
行
す
る
新
住
宅
市
街
地

開
発
事
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

（
国
土
交
通
省
令
へ
の
委
任
）

第
十
六
条
　
法
及
び
こ
の
政
令
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、

法
及
び
こ
の
政
令
の
実
施
の
た
め
必
要
な
手
続
そ
の
他

の
事
項
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
九
年
三
月
三
一
日
政
令
第
六

七
号
）

こ
の
政
令
は
、
日
本
住
宅
公
団
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
十
三
号
）
の
施
行

の
日
（
昭
和
三
十
九
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
五
月
一
四
日
政
令
第
一

五
七
号
）
　
抄

１
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
年
五
月

十
五
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
八
月
三
一
日
政
令
第
二

九
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
四
十
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
第
三
条
か
ら
第
五
条
ま
で
並
び
に
附
則

第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
、
首
都
圏
整
備
法
及
び

首
都
圏
市
街
地
開
発
区
域
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一
項
た

だ
し
書
の
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
六
月
一
三
日
政
令
第
一

五
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十
四

年
六
月
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
五
年
八
月
一
一
日
政
令
第
二

四
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
五
月
一
三
日
政
令
第
一

八
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
七
月
三
〇
日
政
令
第
二

七
九
号
）
　
抄

こ
の
政
令
は
、
工
業
再
配
置
・
産
炭
地
域
振
興
公
団

法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
十

九
年
八
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
八
月
五
日
政
令
第
二
四

八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
一
〇
月
二
四
日
政
令
第

三
〇
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
年

十
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
八
月
三
日
政
令
第
二
六

八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
昭
和
五
十
六
年
十
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
七
年
四
月
二
六
日
政
令
第
一

二
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
三
月
五
日
政
令
第
二
〇

号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
八
月
一
二
日
政
令
第
二

七
七
号
）

こ
の
政
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
八
月
十
五
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
四
月
九
日
政
令
第
一
五
九

号
）

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
八
月
一
八
日
政
令
第
二

五
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
都
市
基
盤
整
備
公
団
法
（
以
下

「
公
団
法
」
と
い
う
。
）
の
一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
十

一
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
一
月
一
〇
日
政
令
第

三
五
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
七
日
政
令
第
三
一

二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
四
月
九
日
政
令
第
一
六

〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
新
住
宅
市
街
地
開
発
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う

経
過
措
置
）

第
三
十
五
条
　
機
構
が
法
附
則
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
施
行
す
る
新
住
宅
市
街
地
開
発
法
第
二
条
第
一

項
の
新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
に
対
す
る
前
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
新
住
宅
市
街
地
開
発
法
施
行
令
第
四

条
第
一
項
及
び
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
、
第
五
条
並
び
に
第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
四
条
第
一
項
中
「
造
成

宅
地
等
は
」
と
あ
る
の
は
「
造
成
宅
地
等
及
び
独
立
行

政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百

号
）
附
則
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
都
市
基

盤
整
備
公
団
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
七
十
六
号
）
第

三
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
都
市
基
盤
整
備
公
団
の
投
資

を
受
け
て
事
業
を
営
む
者
が
当
該
事
業
の
用
に
供
す
る

2



造
成
宅
地
等
は
」
と
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
地
方

公
共
団
体
」
と
あ
る
の
は
「
地
方
公
共
団
体
、
独
立
行

政
法
人
都
市
再
生
機
構
」
と
、
同
令
第
五
条
第
二
号
中

「
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
住
宅
宅
地
債
券
」
と
あ
る

の
は
「
沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
住
宅
宅
地
債
券
、
都

市
基
盤
整
備
公
団
宅
地
債
券
又
は
都
市
再
生
機
構
宅
地

債
券
」
と
、
「
も
の
」
と
あ
る
の
は
「
も
の
。
た
だ
し
、

こ
れ
ら
の
者
の
う
ち
、
都
市
基
盤
整
備
公
団
宅
地
債
券

又
は
都
市
再
生
機
構
宅
地
債
券
で
、
当
該
新
住
宅
市
街

地
開
発
事
業
が
施
行
さ
れ
る
地
域
に
関
す
る
も
の
と
し

て
発
行
さ
れ
た
も
の
以
外
の
も
の
に
係
る
者
に
つ
い
て

は
、
施
行
計
画
の
内
容
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
、

そ
の
数
を
限
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
、
同
令
第

十
五
条
の
二
第
一
項
中
「
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
、
独

立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
又
は
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
七
月
二
七
日
政
令
第
二

五
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
及
び
宅

地
の
供
給
体
制
の
整
備
の
た
め
の
公
営
住
宅
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
整
備
法
」
と
い
う
。
）

附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日

（
平
成
十
七
年
八
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
一
二
月
二
一
日
政
令
第

三
七
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
総
合
的
な
国
土
の
形
成
を
図
る
た
め

の
国
土
総
合
開
発
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律

の
施
行
の
日
（
平
成
十
七
年
十
二
月
二
十
二
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
四
月
二
六
日
政
令
第
一

八
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
会
社
法
の
施
行
の
日
（
平
成
十

八
年
五
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
八
月
一
八
日
政
令
第
二

七
三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
都
市
の
秩
序
あ
る
整
備
を
図
る
た
め

の
都
市
計
画
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一

条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
十
八
年

八
月
三
十
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
九
月
一
五
日
政
令
第
二

九
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
政
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
二
月
二
三
日
政
令
第
三

一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
政
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

（
新
住
宅
市
街
地
開
発
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う

経
過
措
置
）

第
五
条
　
新
住
宅
市
街
地
開
発
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律

第
百
三
十
四
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
権

利
の
設
定
又
は
移
転
で
あ
っ
て
、
法
の
施
行
の
際
現
に

旧
公
庫
法
第
三
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
若
し

く
は
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規

定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
者
又
は
法
附
則
第
七
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
旧
公
庫
法
の
こ
れ
ら
の
規
定
の
例
に

よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
者
が
当
事
者
の
一
方
又
は
双
方
で

あ
る
も
の
に
関
す
る
第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

の
新
住
宅
市
街
地
開
発
法
施
行
令
第
九
条
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
者
を
同
条
第
二
号
に
規
定

す
る
権
利
の
設
定
又
は
移
転
に
つ
き
同
号
に
規
定
す
る

規
定
の
適
用
を
受
け
る
者
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
三
月
二
日
政
令
第
三
九

号
）

こ
の
政
令
は
、
一
般
社
団
法
人
及
び
一
般
財
団
法
人

に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
三
月
三
一
日
政
令
第
一
六

七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

3


